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「白熱電球代替を推進する 
環境効率の高い照明機器」 

環境効率アワード2008表彰記念講演 

東芝ライテック株式会社 

環境推進部 田村 暢宏 
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「照明」の省エネ化 

ＣＯ2排出量の低減 

空調動力用 

２７％ 

照明用 

２５％ 

その他 

１４％ 

給湯用 

３％ 

冷暖房用 

２３％ 

コンセント用 

８％ 

建築物の１次エネルギ－消費比率 

※日本照明器具工業会資料より 

施設の電力消費の２５％は「照明」、削減が急務 

家庭用 
※も 

１６％は｢照明｣ 

照明用が 

約２５％を 

占めます 
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当社は２０１０年を目処に一般白熱電球製造中止を宣言 

エネルギー消費効率の高い電球形蛍光ランプやＬＥＤ電球の開発・製造に注力します 
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国産初の白熱電球製造は東芝の前身「白熱舎」 

「マツダ」は、ゾロアスター教の主神(光
の神)であり、光明・真実・清純の世を
つくる｢アウラ・マツダ｣に由来。 
 

１９１０年(明治４３年)に世界の電球
メーカーが集まり、タングステン電球の
統一商標を｢マツダ｣と決めた。 

創業当時の「白熱舎」 

国産初期の白熱(炭素)電球 東芝の創業者のひとり 
藤岡市助博士 

「マツダランプ」発売 
  １９１１年(明治４４年） 

マツダランプ 

「白熱電球」の製造は１８９０年 
            (明治２３年) 
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電球代替え 電球形蛍光ランプ ネオボールＰＲＩＤＥ   

こだわりの
電球形状

・大きさ・形状的には
器具適合率１００％

※調光機能のついた器具、水銀灯用器具、適
合表示のない断熱器具等大きさ・形状以外の
理由により使用できない器具を除く。

特徴 
■電気代： 約８０％カット      
■寿命   : 約１２倍 

１年の電気代（２０００時間点灯の場合）

0 500 1000 1500 2000 2500

電球形

電球

電気代年間  

約１９４０円削減 

●電球６０Ｗ形 
 LW100V54W55(定格消費電力54W) 
 寿命 １０００Ｈｒ 実勢価格 １００円  

●ネオボールＺリアルＰＲＩＤＥ 
 EFA15/10-PD（定格消費電力10Ｗ） 
 寿命 １２０００Ｈｒ 実勢価格 １１００円 
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■ミゼットレフ 

 ６０Ｗ相当  

電気代 

約９０％カット 

寿命 

約 １３倍 

ＬＥＤ電球 E-CORE   

白熱電球 
ＬＥＤ電球 

■ﾋﾞｰﾑランプ形  
 １００W相当 
 
電気代 約 ８５％カット 
寿命  約 １３倍 

白熱電球 
ＬＥＤ電球 
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■ＬＥＤダウンライト 
 Ｅ－ＣＯＲＥ 
電気代 約８５％カット 
寿命  ４０,０００時間 
    （約１０年） 

ＬＥＤダウンライト、ＬＥＤ屋外照明（防犯灯）    

■ＬＥＤ屋外照明 
     （防犯灯） 
電力 約７０％カット 
             ＊１００Ｗ水銀灯に対して 

寿命  ４０,０００時間 
     (約１０年） 

ﾐﾆｸﾘﾌﾟﾄﾝ電球 

ダウンライト 
LEDダウンライト 

白熱電球 水銀灯屋外照明 

平成19年度(第18回)省エネ大賞 

「省エネルギーセンター会長賞」受賞 

※LEDD-44001W-LS1 他全10機種  
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ＬＥＤ照明器具の使用イメージ（カフェ） 

おもてなしのあかり 

昼間と夜の二つの顔を調光用で演出 

Ｅ－ＣＯＲＥ４０ 

ＬＥＤ屋外用スポットライト 

ＬＥＤ屋外用アクセントライト 

Ｅ－ＣＯＲＥ６０調光用 
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東芝グループ 環境効率 ファクターＴの考え方 

環境効率の分子・分母ともに統合評価値を用いる 

消費者の価値観に基づく統合化 

＊LIME （日本版被害算定型影響評価手法） は、産業技術総合研究所（AIST）
がLCAプロジェクトと連携して開発したLCIA手法 

環境効率 ＝ 
環境負荷 

製品・サービスの価値 

QFD（品質機能展開）を用いて、
複数機能を重み付け統合化 

LIME(*)を用いて、環境被害金
額として統合化 
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市場 

調査 対応関係

9：強い関係

3：普通の関係

1：弱い関係

顧客 

要求 

品質特性 

重要度 

価値ファクター（分子）の算出（１）  LED電球の場合 
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価値ファクター（分子）の算出（２） 

QFD-I 実績値 規格化 

製品価値指標 
 基準機種(2000年) ： 0.62 

 対象機種(2007年) ： 0.92 

 価値ファクター； 1.48 

実績値 

× 

重要度 

 

 

 

 

 

※表中の数値は例です。 

0.62 0.92 

製品価値指標 

白熱電球 LED電球 
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インベントリ分析 

特性化 

被害評価 

分類化 

重み付け 

Easy-LCA※ を利用 

統合指標 

LCAのステップ 

LIME※※ の適用 

地球温暖化など11種類の影響カテゴリを通じて、
人間健康、生物多様性、社会資産、一次生産  

の４つの被害を科学的に求め、環境影響の統合化
まで行う被害算定型のアプローチ 

算出インベントリ：CO2、SOX、NOX、ばいじん、
HFC、PFC、SF6、COD、T-N、T-P、原油、石炭、

天然ガス、鉄、銅、アルミ（ボーキサイト）、鉛、亜
鉛、石灰石など31種類 

但し、エコリーフも可 

環境影響ファクター（分母）の算出（１） 

※ Easy-LCA ：東芝の開発したLCA簡易評価ツール。製品のライフ
サイクルにおける環境負荷を定量的に算出する設計支援ツール 

※※ LIME (Life-cycle Impact assessment Method based on Endpoint modeling)： 
(独)産業技術総合研究所LCA研究センターがLCA国家プロジェクト
（製品等ライフサイクル環境影響評価技術開発；NEDO）と連携し、
日本の環境条件を基礎とした被害算定型環境影響評価手法。 
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Easy-LCAよる 

 環境負荷(インベントリ)分析 

→ＬＩＭＥによる統合化 

→環境影響低減ファクタ－（分母） 

環境影響ファクター（分母）の算出（2） 

1年あたり 

白熱電球 ＬＥＤ電球 
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白熱電球 ＬＥＤ電球

被
害
金
額
(円
）

ネジ

回路

ＬＥＤモジュール

電源線

製品マーク

はんだ

接着剤

アルミ板

アルミダイカスト

樹脂部品

個装

口金

ディスク

トップアンカー

電極

ガラス
白熱電球 ＬＥＤ白熱 

1年あたり 
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ファクター算出製品の一例 

ＬＥＤ電球      １４．２（１．４９，９．５６） 

ＬＥＤﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ ８．２４（１．３１、６．２８） 

ＬＥＤ防犯灯 ８．９６ （2．65、3．38） 

電球形蛍光ランプ ２．２０ （１．55、1．42）  
＊２０００年電球形との比較 

電球形蛍光ランプ  

＊白熱電球との比較の場合 

「ファクターTと 

歩む2009」P.4 
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まとめ 

■東芝ライテックは、白熱電球を２０１０年までに廃止を宣言 

•効率の良い電球形蛍光ランプ、そしてＬＥＤ照明へ切替を促進 

•京都議定書目達計画適合、第一号ＬＥＤ商品として温暖化防止

に貢献 

■東芝グループでは、「ファクターＴ」を用いて環境効率を公表し、 

環境経営指標として活用 

•ファクターＴの特長 

ＱＦＤ：多機能・新機能の評価が可能 

    消費者の要求トレンドを考慮できる 

ＬＩＭＥ：環境影響の統合評価によりトレードオフを解消 

•今後の課題 

数値の信頼性確保（基準機種の設定、相対価値の変動） 

評価内容の透明性確保（単一数値故に内訳が分かり難い） 
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